
発
行
　
公
益
財
団
法
人
か
す
が
い
市
民
文
化
財
団

486-0844 愛
知
県
春
日
井
市
鳥
居
松
町

5-44　
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井

  TE
L.0568-85-6868　

編
集

 ：
 公
益
財
団
法
人
か
す
が
い
市
民
文
化
財
団
　
制
作

 ：
 西
濃
印
刷
株
式
会
社
　
表
紙
写
真

 ：
 山
田
亘

文化フォーラム春日井／春日井市民会館（5/31まで休館）
www.kasugai-bunka.jp ［HPアドレスが変わりました］
486-0844 愛知県春日井市鳥居松町5-44
［休館日］ 月曜日（祝日の場合は翌日）

チケット予約方法

2.電話予約

※会員電話先行予約期間のみ、先行予約を受け付けます。
※先行予約日が会員期限内であれば先行予約が可能です。また、チケット購入日が会
員期限内であれば、割引特典が受けられます。

PiPi会員の方（受付時間 9：00～ 17：00）

PiPi会員専用 先行予約電話

 0568-85-6078

※チケット発売初日のみ、10：00からの受け付けとなります。
※電話予約での座席の指定はできません。

一般の方（受付時間 9：00～ 21：30）

 0568-85-6868

チケット発売初日の販売開始時間
●文化フォーラム春日井2階・文化情報プラザ／窓口販売 9：00～
●かすがい市民文化財団／電話・インターネット予約 10：00～
●チケットぴあ／スポット・電話予約・ 
 コンビニ（サークルK、サンクス、セブンイレブン）での直接購入 10：00～
●ローソンチケット／電話予約・ローソン・ミニストップでの直接購入 10：00～
●セブンチケット／セブンイレブン マルチコピー機での購入 10：00～

P

P
P 文化フォーラム春日井春日井市民会館

かすがい市民文化財団 主催事業  チケットインフォメーション

1.インターネット予約
当財団ホームページから「オンラインチケット予約・購入サービス」をご利用ください。

※チケット受取方法は代金引換サービスのみとなります。
※全席指定公演についてはお好きな座席を選べます（一部公演を除く）。

文化はかすがい 検  索

チケット受取方法
1.文化情報プラザで受取り（営業時間 9：00～ 19：00）

文化フォーラム春日井2階の文化情報プラザで、チケットを料金とお引換えください。
取置き期間は2週間です。
※PiPi会員先行予約チケットの受取りは一般発売日以降になります。
※取置き期限が過ぎても自動的にキャンセルにはなりません。

2.郵送で受取り（代金引換サービス）
郵便局の代金引換サービスで、ご自宅にチケットをお届けいたします。
チケットと引換えに郵便局員に指定の代金をお支払いください。
※注文後、1週間程度でお届けします。日にち・時間の指定はできません。
※チケット代金の他に、送料として¥500程度が必要です。

※前売完売の場合、当日券はありません。
※予約チケットや購入済チケットのキャンセル・払戻しはできません。

友の会PiPiは、こんなにお得!!

お電話一本で入会できます! 0568-85-6078

・先行予約で良席Get!  ・入場料が1～2割引!
・最新情報をご自宅にお届け!  他にもまだまだ特典あり!

ＪＲ中央本線「春日井駅」
北口より
・名鉄バス「鳥居松」下車すぐ
・徒歩 20分
・無料レンタサイクル 5分

かすがいシティバスで
お越しの方
・「市役所」下車すぐ

※駐車場は混雑が予想され
ます。なるべく公共交通機関
や乗合せをご利用ください。

レギュラー会員 ¥2,000／ゴールド会員 ¥3,000／プラチナ会員 ¥10,000

交通のご案内
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茂木大輔の生で聴く“のだめカンタービレ”の音楽会
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春日井市制70周年記念事業
茂木大輔の生で聴く

“のだめカンタービレ”

6/2（日）

（開場は30分前）

 ｜ 春日井市民会館
［チケット情報］
一般発売3/30（土）～
［料金］
S席 ¥5,000、A席 ¥4,500
PiPi会員は上記金額の¥500引き
全席指定、当日券同額、未就学児不可

［取扱い］文化フォーラム春日井・
文化情報プラザ、電話＆インター
ネット予約、チケットぴあ（Pコード
190-122）、ローソンチケット（L
コード47030）、セブンチケット

［出演］茂木大輔（指揮・お話し）
名古屋フィルハーモニー交響楽団
内匠慧（ピアノ｜Aプロ ）

渡辺玲子（ヴァイオリン｜Bプロ ）

Aプログラム（ピアノ 内匠慧）
チャイコフスキー

祝典序曲「1812年」
ラフマニノフ

ピアノ協奏曲第2番
ムソルグスキー（ラヴェル編）
組曲「展覧会の絵」

Bプログラム（ヴァイオリン 渡辺玲子）
チャイコフスキー

祝典序曲「1812年」
チャイコフスキー

ヴァイオリン協奏曲
ムソルグスキー（ラヴェル編）
組曲「展覧会の絵」

今年で19年目を迎える町の楽器屋さ
ん、いわま楽器。楽器の購入や修理は
もちろん、名物講師による音楽教室も
開講しています。

PiPi 提携ショップ!
いわま楽器 
サービス／初回お買い上げ時に、10ポ
イントサービス
鳥居松町7-48  0568-81-7579
10:00～20:00 （土・日・祝10:00～18:00）

ら
け
に
な
っ
て
し
ま
い
、
困
り
ま
す
か
ら
ね

（
笑
）。

―
 

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
二
番
』

は
、
ど
の
よ
う
な
演
奏
に
な
り
そ
う
で
す
か
？

今
ま
で
”の
だ
め
音
楽
会
“
で
こ
の
曲
を
演

奏
し
て
き
た
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
女
性
だ
と

お
聞
き
し
ま
し
た
。
漫
画
の
中
で
は
、
千
秋

が
演
奏
し
て
い
ま
す
ね
。
男
性
が
弾
く
と
曲

に
力
強
さ
が
加
わ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で

と
は
少
し
違
う
印
象
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。

『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
二
番
』
は
、
良
い
意
味

で
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
ら
し
く
な
い
曲
で
す
。
彼

の
曲
に
は
珍
し
く
、
ス
ト
レ
ー
ト
な
感
情
表

現
が
多
い
。
そ
の
中
で
ふ
と
現
れ
る
、
意
味

深
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
や
、
ロ
ジ
ッ
ク
の
中
に
潜

む
感
情
が
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
特
徴
と
し
て

浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
四
十
分
に
も
及

ぶ
こ
の
曲
を
、
全
曲
通
し
て
聴
い
て
い
た
だ

け
る
の
は
、
め
っ
た
に
な
い
こ
と
。
皆
さ
ん

に
、
曲
の
世
界
に
ド
ッ
プ
リ
と
ひ
た
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
演
奏
が
で
き
た
ら
嬉
し
い

で
す
。

―
 

Ｎ
響
の
首
席
オ
ー
ボ
エ
奏
者
で
”の
だ
め
音

楽
会
“
の
指
揮
者
・
茂
木
大
輔
さ
ん
と
、名
フ
ィ

ル
の
み
な
さ
ん
と
の
共
演
で
す
ね
。

協
奏
曲
な
の
で
、
ピ
ア
ノ
と
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
が
協
調
す
る
部
分
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
見
せ

―
 

ピ
ア
ノ
を
習
い
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

姉
が
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
た
の
で
「
僕
も
弾

き
た
い！
」
っ
て
。
教
え
て
く
れ
た
先
生
が
ほ

め
上
手
で
、
あ
ま
り
楽
し
く
な
い
ツ
ェ
ル
ニ
ー

の
『
練
習
曲
三
十
番
』
を
、
僕
が
ひ
た
す
ら
速

く
弾
く
だ
け
で
絶
賛
し
て
く
れ
る
、
大
ら
か
な

方
で
し
た
。
う
ま
い
こ
と
の
せ
ら
れ
て（
笑
）、

練
習
に
励
み
ま
し
た
ね
。

ピ
ア
ノ
を
弾
く
楽
し
さ
に
目
覚
め
、
ピ
ア

ニ
ス
ト
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た

の
は
中
学
三
年
生
の
頃
。
そ
れ
ま
で
「
将
来

の
夢
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
っ
て
言
っ
て
い
た

ん
で
す
け
ど
ね
（
笑
）。
そ
れ
か
ら
は
、
毎
日

が
ピ
ア
ノ
漬
け
。
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

―
 

現
在
、
イ
ギ
リ
ス
に
ピ
ア
ノ
留
学
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
何
か
変
化
は
あ
り
ま
す
か
？

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
な
が
ら
英
語
で

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
る
の
で
、
な
か
な
か
大
変

で
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
先
生
方
は
、
学
生
の
個

性
を
尊
重
し
、
演
奏
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
い
か
に
”自
分
ら
し

い
演
奏
が
で
き
る
の
か
“
を
意
識
さ
せ
ら
れ
る

ん
で
す
。
そ
の
影
響
で
、
最
近
で
は
、
個
性

が
出
し
や
す
い
現
代
音
楽
に
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。「
曲
の
中
で
、
な
ん
で
も

や
っ
て
や
ろ
う
！
」
っ
て
気
に
な
る
ん
で
す
。

―

”の
だ
め
音
楽
会
“
は
漫
画
『
の
だ
め
カ
ン

タ
ー
ビ
レ
』
が
も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
原

作
は
読
ま
れ
ま
し
た
か
？

実
は
、
姉
が
の
だ
め
の
フ
ァ
ン
で
、
漫
画
を

全
巻
持
っ
て
い
る
ん
で
す
！ 

そ
れ
を
借
り

て
、
僕
も
読
み
ま
し
た
。
の
だ
め
は
、
音
楽
家

の
目
指
す
べ
き
姿
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま

す
。「
性
格
は
普
通
の
人
、
演
奏
は
の
だ
め
」

と
い
う
の
が
、
僕
の
理
想
像
。
性
格
ま
で
”の

だ
め
“
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
部
屋
が
ゴ
ミ
だ

場
と
し
て
演
奏
す
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
バ

ラ
ン
ス
が
重
要
な
の
で
、
ど
ち
ら
に
も
偏
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
僕
は
元
々
、
人
と
合
わ

せ
る
の
が
苦
手
な
タ
イ
プ
な
の
で
、
不
安
も

あ
り
ま
す
。
で
も
、
萎
縮
し
す
ぎ
て
自
分
の

個
性
が
出
せ
な
い
、
な
ん
て
こ
と
に
な
ら
な

い
よ
う
、
茂
木
先
生
や
名
フ
ィ
ル
の
方
々
と

し
っ
か
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、

お
互
い
の
色
を
出
し
合
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

ど
ん
な
演
奏
に
な
る
の
か
、
僕
自
身
、
今
か

ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

大
袈
裟
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
、
春
日
井
で
生
ま
れ
育
っ
た
僕
か

ら
同
じ
町
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
へ
の
恩
返
し
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
普
段
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
へ
足
を
運
ば
な
い
方
で
も
楽
し

め
る
の
が
”の
だ
め
音
楽
会
“
で
す
。
三
年
ぶ

り
の
春
日
井
公
演
を
、
是
非
、
生
で
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

全
国
で
十
万
人
超
を
動
員
し
た
、
春
日
井
生
ま
れ
の
”の
だ
め
音
楽
会
“。
市
制
七
十
周
年
記
念
の

春
日
井
公
演
で
、
七
十
回
目
を
迎
え
ま
す！ 

そ
ん
な
記
念
す
べ
き
コ
ン
サ
ー
ト
の
ソ
リ
ス
ト
に
、
昨
年
、

第
八
回
浜
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
最
年
少
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
と

な
っ
た
、
春
日
井
市
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
内
匠
慧
さ
ん
を
お
招
き

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
性
格
は
普
通
の
人
、
演
奏
は
の
だ
め
、

と
い
う
の
が
理
想
の
ピ
ア
ニ
ス
ト！
」
と
語
る
内
匠
さ
ん
。 

春
日
井
市

内
の
ご
自
宅
に
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

たくみ・けい

1992年春日井市生まれ。2012年第8回浜松国際ピアノコンクール
にて、最年少でファイナルに進出し、第6位、さらに日本人作品最優
秀演奏賞を受賞、一躍脚光を浴びた。第62回全日本学生音楽コン
クール高校生の部 全国大会第１位、オスロ・グリーグ国際ピアノコ
ンクール特別賞など、国内外のコンクールで入賞を果たしている。新
日本フィルハーモニー交響楽団、東京交響楽団など多数のオーケス
トラとも共演。これまでに遠藤誠津子、後藤康孝、鈴木弘尚、吉永哲
道、東誠三、ヴェラ・ゴルノスタエヴァ、クリストファー・エルトンの各氏
に師事。現在、全額給費生として英国王立音楽院2年に在学中。

©二ノ宮知子／講談社

©二ノ宮知子／講談社
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ッ
フ
　
林
　 

祥
恵

『のだめカンタービレ 5巻』 ラフマニノフ
『ピアノ協奏曲第2番』を演奏する千秋

Aプロ 11:30～／Bプロ 15:30～
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組曲『展覧会の絵』と祝典序曲『1812年』に登場する、
ちょっと珍しい 　打楽器たち

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
後
ろ
で
忙
し
そ
う
に
、
一
人
で
い

く
つ
も
の
楽
器
を
操
る
打
楽
器
隊
。 

登
場
す
る
打

楽
器
は
曲
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
本
コ
ン
サ
ー

ト
の
演
奏
曲
『
展
覧
会
の
絵
』
と
『1812

年
』
は
、

演
奏
者
が
七
十
名
を
超
え
る
大
編
成
！！
た
く
さ
ん

出
て
く
る
、
打
楽
器
に
注
目
！！

3,000以上の楽譜を保管す
る名フィルの楽譜庫は、茶封

筒でいっぱいです。

渡辺 玲子  ［ヴァイオリン・Bプロ］

のだめ音楽会─ロシア音楽特集！
チャイコフスキーの『ヴァイオリン協奏曲』は、原作の二ノ宮先生
が「1番好きな曲」だそうです。ソリストの渡辺玲子さんは、ぼくに
とって「1番好きな音楽家」です。ラフマニノフの『ピアノ協奏曲第
2番』は人気投票でいつも最上位の
曲であり、内匠慧君との共演に、ミル
ヒーのように密かな期待が高まります。
『1812年』は“のだめ音楽会”で演奏
リクエスト最多作品、美術と音楽の両
方を楽しめる『展覧会の絵』は春日井
チームのベスト投影作品です。この中
で、皆様にとってのベストはどの曲にな
るでしょうか。お楽しみに ！

コンサートに寄せて
チャイコフスキーの『ヴァイオリン協奏曲』は、これまでの演奏生活で
私が一番多く弾いている協奏曲。美しいメロディーと華麗なヴァイ
オリンのテクニック、そしてバレエを踊っているような躍動的な場面
が随所に登場する名曲です。演奏中
の背景に映像が流れるという新しい切
り口のクラシックコンサートとして全国的
にも高く評価されている大人気の“の
だめカンタービレ”の音楽会、果たして
どのようなステージが創造されるのか、と
ても楽しみです。オーボエの名手、茂木
大輔さんが、今回は指揮者として私と
初めて共演してくださるのも魅力です。

茂木 大輔  ［企画・指揮・お話し］

Message

こちらのお二人にお話を伺いました！

ライブラリアン　林仁志　
楽譜の調達や、管理・保管を行います。演奏者がすぐ使えるよう、楽譜にボーイン
グ（弦楽器の弓の動きを示した記号）を書き写したり、誤っている個所に修正を加え
ます。一から楽譜を作ることもあるとか！細やかな仕事がコンサートを支えています。

ステージ・マネージャー　杉原清文
ステージの大きさや指揮者の希望などを考慮し、楽器の配置図や進行表をつくりま
す。当日の設営・撤去はもちろん、舞台進行も務めます。コンサートごとに異なる楽
器や備品を準備する、音楽に関する幅広い知識をもつマルチプレイヤーです。

？？
名フィルの楽譜は数が多い
ので、図書館の閉架図書に
も使われる、ハンドル式の移
動本棚で管理しています。ア
ルファベット順に並んでいる
ので、探すのはスイスイ。

楽譜は、ヴァイオリンから打楽器ま
で順に茶封筒に入れて保管されて
います。編成が大きく演奏者も多
い『展覧会の絵（ラヴェル編）』は
67、『1812年』は59のパート譜が
入っていました。手に取ってみると、
重みズッシリ ！

これまでコンサートで演奏した曲は、全てA5サ
イズ程度のミニ楽譜を用意して挑んでいます。
「ここで千秋の指揮姿を出す」など、スライド操
作に関する書き込みがされているのが特徴。
70回目にもなると、その数は50冊以上に ！

名古屋フィルハーモニー
交響楽団に

お邪魔しました！！

3,000以上の
楽譜を保管する

名フィルの楽譜庫にも
お邪魔してきました！

全ツアーに同行する
春日井の

“のだめチーム”が
そろえたミニ楽譜

高さ40cm！
全て積むと

名古屋フィルハーモニー交響楽団

1966年、愛知県初のプロオーケストラとして結成。名古屋市を中心に、東海地
方を代表するオーケストラとして地域の音楽界を牽引。“名フィル”の愛称で親
しまれている。今年3月で400回目を迎えた定期演奏会は、革新的なプログラ
ムで高い評価を得ている。4月より、マーティン・ブラビンズが第8代常任指揮
者に就任することが決定している。

なんだか、料理器具にもみえ
るこちらも、同じラチェット。外
見は違いますが、歯車を含む
構造は同じです。

けたたましいガラガラ音を発する、見た目がオモチャのような楽器。
取っ手を握って振り回している姿は、一見の価値あり！

一見ピアノのように見えるこの楽器、実は鉄
琴の親戚なんです。 鍵盤を叩くと金属の板に
ハンマーが落ち、キンっという可愛らしい音が
出ます。漫画『のだめカンタービレ』では、ピ
アニストの孫 Ruiが演奏していますが、通常
はオーケストラ専属のピアニストが演奏します。

チェレスタ
『展覧会の絵』
第5曲「卵のからを付けたひよこの踊り」
第7曲「リモージュの市場、大事なニュース」
第9曲「ニワトリの脚の上に建つ小屋（バーバ・ヤーガ）」に登場

約180cmの背が高い鐘。
後ろの管を叩くには、台が
必要かも！？

鐘を叩く木槌がこんなにたくさ
ん！ ホームセンターで買ったも
のも多いそうです。

鞭を振る音を再現する楽器。多くは木を用いて
作られていますが、リアルな音を出すため、ス
テージ・マネージャーの杉原さんが、自ら羊の
皮を貼ったこともあるのだとか！ 「パン」という音
を聴くと、のだめのようにハッとするはず！！

『1812年』には、なんと大砲が登場しま
す！ 多くの場合、大太鼓が代わりに用い
られますが、“のだめ音楽会”ではどの楽
器の演奏になるのか、注目です！

大砲 『1812年』の終盤に登場

こんな風にぐるぐると
回します。

『のだめカンタービレ14巻』
ラヴェル『ボレロ』で、チェレス
タの演奏を頼まれる孫 Rui

『のだめカンタービレ20巻』
ラヴェル『ピアノ協奏曲』の冒頭
にも登場！

NHK「のど自慢」でお馴染みの鐘。『1812年』の終盤で
は、これでもかと言わんばかりに鐘が鳴り響きます。楽譜
にはどう叩くかの指定がないので、いかに教会の鐘のよ
うに響かせられるかが、腕の見せ所だと言われています。

鐘 『展覧会の絵』・『1812年』クライマックスに登場

©二ノ宮知子／講談社

？
©二ノ宮知子／講談社

©二ノ宮知子／講談社

ムチ 
『展覧会の絵』
第1曲「グノーム（こびと）」に登場

届くかな…？

© Yuji Hori

ラチェット 『展覧会の絵』第1曲「グノーム（こびと）」に登場

『のだめカンタービレ ２1巻』
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だ
か
ら
、
親
を
し
た
う
キ
ツ
ネ
の
す
が
た

が
、
う
ら
や
ま
し
い
し
、
と
て
も
尊
く
思
え
る

ん
で
す
ね
。 

初
音
の
鼓
と
い
う
、
朝
廷
か
ら
い

た
だ
い
た
大
切
な
こ
の
品
を
、
惜
し
げ
も
な
く

キ
ツ
ネ
に
与
え
ま
す
。 

キ
ツ
ネ
は
大
よ
ろ
こ
び

で
、
鼓
を
大
事
に
抱
え
て
、
ふ
る
さ
と
の
山
へ

帰
っ
て
い
く
。

　
猿
之
助
一
門
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
、
も
の
す

ご
く
大
切
な
演
目
で
す
。 

四
代
目
の
襲
名
と
同

時
に
、
二
代
目
猿
翁
を
名
の
る
こ
と
と
な
っ

た
、
先
代（
三
代
目
）の
猿
之
助（
四
代
目
の
伯

父
）は
、こ
の
忠
信
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
、「
宙

乗
り
」の
趣
向
で
、長
年
、演
じ
つ
づ
け
て
き
ま

し
た
。 

海
外
で
も
何
度
も
つ
と
め
て
い
ま
す
。 

し

か
け
の
た
の
し
さ
や
大
胆
さ
と
、
ド
ラ
マ
と
し

て
の
見
ご
た
え
の
両
立
を
目
指
す
、「
猿
之
助

歌
舞
伎
」
を
、
ま
さ
に
象
徴
す
る
の
が
、
こ
の

「
千
本
桜
の
忠
信
」な
の
で
す
。

　
そ
の
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
頼
も
し
く
受
け
つ
い

だ
、
四
代
目
の
、 

襲
名
披
露
の
舞
台
。 

ど
う
か

お
見
逃
し
な
く
。 

熱
い
ご
声
援
の
ほ
ど
を
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
と
し
の
夏
の
歌
舞
伎
公
演
は
、
四
代
目
・

市
川
猿
之
助
襲
名
披
露
の
公
演
と
な
り
ま
す
。

演
目
は
、「
毛
抜
」、「
口
上
」、「
義
経
千
本
桜
・

川
連
法
眼
館
の
場
」の
三
本
立
で
す
。

　
順
を
お
っ
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、「
毛
抜
」は
、市
川
團
十
郎
家
の「
家
の

芸
」で
あ
る
、「
歌
舞
伎
十
八
番
」の
な
か
の
一
つ

で
す
。
主
役
の
粂
寺
弾
正
と
い
う
男
を
、
猿

之
助
一
門
で
活
躍
す
る
市
川
右
近
が
、つ
と
め

ま
す
。

　
こ
の
弾
正
と
い
う
侍―

　
腕
が
立
っ
て
、
知

恵
も
ま
わ
っ
て
、
そ
し
て
、「
あ
か
る
い
ス
ケ

ベ
」
で
す
（
笑
）。「
わ
ぁ
ス
テ
キ
」
と
思
っ
た
相

手
に
は
、
男
だ
ろ
う
と
女
だ
ろ
う
と（
つ
ま
り
、

ど
っ
ち
も
大
好
き
な
ん
で
す
！
）、
ど
ん
ど
ん

ア
タ
ッ
ク
し
ま
す
。

　
フ
ラ
れ
て
も
、「
あ
ち
ゃ
ー
」っ
て
感
じ
で
、あ
っ

け
ら
か
ん
と
し
て
ま
す
。 

全
然
め
げ
ま
せ
ん
。

　「
毛
抜
」
と
題
名
に
あ
る
と
お
り
、
鉄
で
出

来
た
毛
抜
が
、
お
芝
居
全
体
を
通
し
て
の
、
重

要
な
小
道
具
と
な
り
ま
す
。 

お
つ
か
い
に
訪
れ

た
館
で
、弾
正
は
、面
会
ま
で
の
待
ち
時
間
に
、

毛
抜
で
ひ
げ
の
お
手
入
れ
を
す
る
の
で
す
が

―
 

あ
ら
不
思
議
！ 

毛
抜
が
ひ
と
り
で
に
立
っ

て
、
床
の
上
で
踊
り
始
め
る
。

　
じ
つ
は
こ
れ
、
天
井
う
ら
に
隠
れ
た
悪
者

が
、
あ
る
し
か
け
を
用
い
て
企
み
事
を
し
て

い
て
、
そ
れ
に
毛
抜
が
反
応
し
た
か
ら
な
の

で
す
。 

そ
の
あ
た
り
の
ナ
ゾ
解
き
、
名
推
理
を
、

弾
正
が
す
す
め
て
い
っ
て
、
悪
者
退
治
に
大
活

躍
し
ま
す
。

　
色
恋
に
も
熱
心
だ
け
ど
、
い
ざ
と
な
れ
ば
強

く
て
頼
も
し
く
て
、
ユ
ー
モ
ア
も
た
っ
ぷ
り
。

私
は
こ
の
役
、
こ
の
芝
居
を「
歌
舞
伎
の
ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
ボ
ン
ド
」と
呼
ん
で
ま
す（
笑
）。 

た
の
し

い
で
す
よ
！

　「
口
上
」で
は
、
黒
の
紋
付
に
裃
の
礼
装
を
き

り
り
と
着
こ
な
し
た
、
出
演
俳
優
が
ず
ら
り
と

舞
台
に
そ
ろ
っ
て
、
あ
い
さ
つ
の
言
葉
を
述
べ

て
い
き
ま
す
。  

新
・
猿
之
助
さ
ん
ご
本
人
の
、

り
ん
と
し
た
決
意
の
一
言
に
、劇
場
ぜ
ん
た
い

が
清
々
し
い
空
気
を
た
た
え
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　「
千
本
桜
」
は
、
昨
年
に
つ
づ

い
て
の
上
演
と
な
り
ま
す
。 

源

義
経
の
家
来
で
、
静
御
前
に
つ

き
そ
っ
て
い
る
侍
・
佐
藤
忠
信

が
、
じ
つ
は
正
体
は
キ
ツ
ネ
で
、

親
ギ
ツ
ネ
の
皮
が
用
い
ら
れ
た

鼓
と
、
別
れ
別
れ
に
な
る
の
が

ど
う
し
て
も
つ
ら
か
っ
た
、
と

い
う
筋
立
て
。

　
幼
な
い
と
き
に
父
を
討
た
れ
、

成
人
し
て
り
っ
ぱ
な
武
将
と

な
っ
て
か
ら
も
、
兄
・
頼
朝
と

の
仲
が
、
う
ま
く
い
か
な
い―

肉
親
の
愛
に
恵
ま
れ
な
い
義
経

は
、
い
く
さ
に
明
け
暮
れ
て
き

た
自
分
の
人
生
も
あ
い
ま
っ
て
、

そ
こ
に
、
人
間
の
あ
さ
ま
し
さ
、

骨
肉
の
争
い
も
辞
さ
ぬ
愚
か
し

さ
を
、
つ
よ
く
感
じ
て
い
ま
す
。

松竹大歌舞伎関連企画　

極付！ 歌舞伎セミナー
NHKで伝統文化番組を担当していた葛西聖司が、松竹大歌舞
伎の役者紹介や演目解説をします。

6/23（日）14:00～（開場は30分前）
｜ 春日井市民会館

［料金］￥500（当日窓口支払い）
※松竹大歌舞伎 チケット持参の方は
入場無料
［応募方法］往復はがき。講座名、
氏名・年齢・性別・〒・住所・電
話番号を記入。6/8（土）〈必着〉

お
く
だ
・
け
ん
た
ろ
う
　
歌
舞
伎
ソ
ム
リ
エ

一
九
六
五
年
、愛
知
県
生
ま
れ
。大
学
入
学
で
上
京
後
、歌
舞
伎
に
出
会

い
熱
中
、立
ち
見
席
に
通
い
つ
め
る
。現
在
、歌
舞
伎
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド

解
説
者
。カ
フ
ェ
ト
ー
ク「
お
く
だ
会
」、御
園
座
若
鯱
カ
ブ
キ
ク
ラ
ブ
な

ど
で
、歌
舞
伎
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
活
動
中
。

※

春
日
井
公
演
で
は
、「
宙
乗
り
」の
演
出
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

松竹大歌舞伎 
7/15（月・祝）昼の部12:00～／夜の部17:00～（開場は30分前） ｜ 春日井市民会館
［チケット情報］
●PiPi会員先行予約はがき締切日 4/6（土）〈必着〉 ※会員期限が3/31以降の方のみ申込可

●一般電話先行予約日 4/20（土） チケットぴあ特電10:00～24:00  ☎0570-02-9917 
●一般発売＜窓口・電話・インターネット・チケットぴあ Pコード：426-808＞  4/27（土）～
［料金］一般  S席￥7,500、A席￥6,500、B席￥5,500、C席￥3,500

PiPi会員は上記金額の￥500引き　全席指定、当日券同額、3歳以上有料

ス
ピ
リ
ッ
ツ

四
代
目 

市
川
猿
之
助
襲
名
披
露

「
毛
抜
」・「
口
上
」・「
義
経
千
本
桜 

川
連
法
眼
館
の
場
」

て
き
す
と
　
お
く
だ
健
太
郎

片道￥100（予約不要）春日井駅⇔市民会館   ・JR春日井駅→市民会館  11:00～開演まで／ 16:00～開演まで  ・市民会館→JR春日井駅 終演～30分程度専用シャトルバスを
運行！

アナウンサー・葛西聖司

松
竹
大
歌
舞
伎

演
目
発
表
！

ブログ「おくだ健太郎・歌舞伎ソムリエ」  http://ameblo.jp/okken/
げ
い

く
め
で
ら
だ
ん
じ
ょ
う

い
ち
か
わ 

う 

こ
ん

い
え
　
　

も
ん
つ
き
　 

か
み
し
も

・
・

し
ず
か 

ご   

ぜ
ん

た
だ
の
ぶ

つ
づ
み

ち
ゅ
う

の

え
ん 

お
う

け   

ぬ
き

こ
う
じ
ょ
う

よ
し 

つ
ね 

せ
ん 

ぼ
ん
ざ
く
ら  

か
わ 

つ
ら  

ほ
う  
げ
ん
や
か
た
　
　
ば

い
ち
か
わ
だ
ん
じ
ゅ
う
ろ
う

い
ち
か
わ
え
ん 

の 

す
け
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和
楽
器
か
ら
生
ま
れ
た

  ”出
会
い
“         を
楽
曲
に

―
 

さ
て
、
四
月
に
ニ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム
を
リ
リ
ー

ス
さ
れ
ま
す
ね
。

石
垣
　
ロ
シ
ア
や
ス
ペ
イ
ン
な
ど
、
世
界
中
で

遭
遇
し
たH

ID
E

-H
ID

E

の
経
験
を
詰
め
込

み
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
も
、
ず
ば
り『E

ncoun

ter

』。
各
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
旋
律
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
世
界
観
に
あ
て
は
め
、
尺
八
と
三
味
線
で

奏
で
て
み
ま
し
た
。

     ”そ
の
国
ら
し
さ
“       を
強

調
さ
せ
た
の
で
、
ま
る
で
世
界
旅
行
し
て
い
る

気
分
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。

尾
上
　
今
回
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
が
ほ
と
ん
ど

で
、
主
に
自
分
た
ち
で
作
り
ま
し
た
。
実
は
、

こ
の
五
年
間
で
一
曲
し
か
作
ら
な
か
っ
た
秀

ち
ゃ
ん
が
、
週
一
回
の
ペ
ー
ス
で
六
曲
も
作
っ

た
ん
で
す
よ
！

石
垣
　
今
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
も
の
が
、
溢
れ

出
ち
ゃ
っ
て（
笑
）。
結
成
当
時
の
僕
ら
に
は
、

絶
対
に
作
れ
な
か
っ
た
し
、
演
奏
で
き
な
か
っ

た
楽
曲
ば
か
り
。
今
回
の
ア
ル
バ
ム
で
自
分
た

ち
の
経
験
を
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
込
み
、
感
覚
を
解

き
放
て
た
と
思
い
ま
す
。

尾
上
　
春
日
井
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
も
、
演
奏

し
た
い
！ 

是
非
、
生
で
聴
い
て
く
だ
さ
い
。

―
 HIDE-HIDE

さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
す
ご
く

ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
で
す
よ
ね
。

石
垣
　「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
！ 

踊
り
だ

伝
統
に 

  ”こ
だ
わ
ら
な
い
“    

と
い
う
、
こ
だ
わ
り

―
 

邦
楽
奏
者
は
特
に
、
楽
器
そ
の
も
の
へ
の
こ

だ
わ
り
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
お

二
人
は
い
か
が
で
す
か
？

尾
上
　
三
味
線
は
、
流
派
に
よ
っ
て
形
や
素

材
が
細
か
く
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
僕
は
音
色

や
佇
ま
い
を
重
視
し
た
い
の
で
、
自
由
に
組

み
合
わ
せ
て
使
っ
て
る
ん
で
す
。
僕
の
使
っ

て
い
る
バ
チ
、
実
は
長
唄
用
の
も
の
。
自
分

の
納
得
い
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
追
求
す
る

た
め
な
ら
、 

常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
。 

そ
れ
が
、

僕
の
楽
器
へ
の
こ
だ
わ
り
で
す
。

石
垣
　「
演
奏
技
術
を
楽
器
の
せ
い
に
し
な
い
」

と
い
う
の
が
、 

父
か
ら
の
教
え
で
し
た
。「
楽

器
の
こ
と
を
言
う
の
は
十
年
早
い
」と
よ
く
言

わ
れ
ま
し
た
ね
。
そ
ん
な
訳
で
、
尺
八
の
歌

口
を
削
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
楽
器
を
一
切
ア

レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
実
は
今

こ
こ
に
き
て
、
楽
器
を
改
良
し
て
い
ま
す
。

十
年
経
っ
た
の
で
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
よ
う
と（
笑
）。
こ
だ
わ
り
が
外

れ
た
現
在
、
尺
八
を
吹
く
こ
と
が
さ
ら
に
楽

し
く
な
り
ま
し
た
。

―
 

ち
な
み
に
、
他
の

楽
器
を
演
奏
し
て
い

た
こ
と
は
あ
る
ん
で

す
か
？

尾
上
　
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
で

第80回かすがい芸術劇場

HIDE-HIDE コンサート
～尺八・三味線・春爛漫～

4/21（日） 14:00～ （開場は30分前）

 ｜ 文化フォーラム春日井・視聴覚ホール
［料金］
￥2,500、2枚 ￥4,600、3枚 ￥6,000  
PiPi会員￥2,200、
2枚 ￥3,800、3枚 ￥5,100
3枚以上同時購入の場合、1枚あたり、一般￥2,000、
PiPi会員￥1,700でお求めいただけます。
全自由席、当日券同額、未就学児不可

［取扱い］文化フォーラム春日井・文化情
報プラザ、電話＆インターネット予約、チ
ケットぴあ（Pコード188-536）

等
身
大
の
言
葉
で
自
ら
を
語
る
、
尺
八
奏
者
の
石
垣
秀
基
と
三
味
線
奏
者
の
尾
上
秀
樹
。
彼
ら
か
ら
伝

わ
っ
て
く
る
の
は
、
伝
統
的
な
和
楽
器
の
世
界
を
生
き
る
   ”気
負
い
“    で
は
な
く
   ”親
し
み
“    で
す
。

「
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
手
拍
子
も
大
歓
迎
！
」
堅
苦
し
く
思
わ
れ
が
ち
な
和
楽
器
の
世
界
。
そ
の
偏
見
を
吹

き
飛
ば
す
よ
う
な
   ”和
楽
器
な
ら
で
は
の
魅
力
“   
を
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
と
い
う
若
い

彼
ら
。
幼
い
頃
か
ら
伝
統
と
向
き
合
っ
て
き
た
そ
の
感
性
は
、
   ”伝
統
“   の
先
を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。

ベ
ー
ス
を
弾
い
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

音

楽
で
は
、
今
も
ヘ
ヴ
ィ
メ
タ
系
が
好
き
。 「
こ

の
C 

D
は
未
成
年
に
悪
影
響
が
あ
り
ま
す
」っ

て
シ
ー
ル
が
貼
っ
て
あ
る
よ
う
な
ヤ
ツ
で
す

（
笑
）。

石
垣
　
僕
は
琴
を

習
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
よ
。

で
も
、
好
き
な
音

楽
と
い
え
ば
、
ゲ
ー
ム

好
き
が
高
じ
て
、
そ
の
サ
ウ
ン

ド
ト
ラ
ッ
ク
。
以
前
、PR

E
SS ST

A
R

T

と

い
う
ゲ
ー
ム
音
楽
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
尺
八
で

参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、『
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
』
の
音
楽
を
手
掛
け
て
い
る
作
曲
家

の
植
松
伸
夫
さ
ん
に
お
会
い
し
た
ん
で
す
。

憧
れ
の
人
だ
っ
た
の
で
、
ほ
ん
と
嬉
し
か
っ

た
！ 

音
楽
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
、と
思
っ

た
瞬
間
で
す
。 テ

キ
ス
ト
＝
ス
タ
ッ
フ
　
相
馬
加
奈
子

伝
統
を
駆
け
抜
け
て

和
楽
器
で
新
し
い
音
楽
を

    ”異
国
“      の
風
景
を
奏
で
る

ひで・ひで

邦楽界の新星として2007年にデビュー。09年、ロシア音楽
界の巨匠ミカエル・タリヴェルディエフの作品集『nostalgia』
で高い評価を得る。10年、ロシアで開催されたアコースティッ
ク楽器による国際コンクールで優勝。11年、クラシック音楽
の作品集『音呼知新』を携えたロシアツアーは各地で絶賛さ
れる。12 年、オリジナル曲を中心としたアルバム『ZIPANG』
を発売し、日本国内でのコンサートも好評を博す。13年4月
にニューアルバム『Encounter』を発売。

 邦楽ユニット

HIDE-HIDE

尾上秀樹

石垣秀基

おのうえひでき

いしがきひでき

2012/12/27（木）銀座十字屋ホールでのライブにて、観客に手拍子を求めるお二人！

スペインをイメージした陽気な『Sailing off !!』
や、亜熱帯地方のスコールを表現した『亜熱
帯SPLASH』。このアルバムは、彼らが世界
を見つめる“眼差し”そのもの。異国風の音
楽にも関わらず、どの曲にも“和の心”を感じ
る、HIDE-HIDEの新境地です。

『Encounter』￥2,000（税込）
2013年 Heart   

New CD
4月5日発売！！

し
た
い
気
持
ち
を
必
死
に
こ
ら
え
て
い
ま
し

た
」と
お
客
様
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
て
。

我
慢
し
な
く
て
い
い
ん
で
す
！ 

ノ
リ
ノ
リ
で

楽
し
ん
じ
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。
手
拍
子
も
大
歓

迎
。

尾
上
　
僕
た
ち
の
楽
器
は
伝
統
が
あ
る
と
い

う
だ
け
で
、「
難
し
い
」「
堅
苦
し
い
」
と
い

う
先
入
観
を
持
た
れ
る
み
た
い
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
僕
た
ち
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
気
楽
に

楽
し
み
、
和
楽
器
の
広
が
り
を
感
じ
て
ほ
し

い
ん
で
す
。

石
垣
　
初
め
て
訪
れ
る
春
日
井
の
地
で
た
く
さ

ん
の
方
に
、
和
楽
器
っ
て
楽
し
い
な
、
音
楽
っ

て
楽
し
い
な
と
思
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
そ
れ

以
上
の
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
vol.02
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昼コン＆夜コン｜文化フォーラム春日井・交流アトリウム｜入場無料

4/6（土）14:00～ 昼コン「魅惑の音空間」
［出演］平林明美（パーカッション・マリンバ）、佐野功枝（サクソフォン）、青
山小枝（コントラバス）、山内敦子（ピアノ）

4/19（金）19:00～　祝150回記念！ 30分拡大スペシャル！
夜コン「春日井GOTEN（ガッテン）春日井でんガナ」
［出演］和太鼓×マリンバGONNA〈浅岡栄子、木村勇介、小林辰哉、佐藤翔太〉

5/11（土）14:00～ 昼コン 「よく分かる！ 耳で聴く音楽史」
［出演］名古屋ダブルリードアンサンブル〈山本直人、小木曽栄里子、
石田正（オーボエ&イングリッシュホルン）、冨士川健（ファゴット）〉

5/24（金）19:00～ 夜コン 「ラッパ隊のお楽しみナイト！！」
［出演］ACO Brass Quintet〈大山紀伯（トランペット）、藤田浩平（トラン
ペット）、加藤惠三（ホルン）、杉浦順三（トロンボーン）、谷口史洋 （テューバ）〉

Shift Cube vol.21
伊藤壽美展「時空のすきま」
｜ 文化フォーラム春日井・交流アトリウム
入場無料

かずみ

4/16（火）～6/16（日）  9:00～20:00 

伊藤さんのアトリエに並ぶ、色とりどりの岩絵具たち

現在、エンディングノートの「20代の頃」
という項目に取組み中。

エッセイ講座で書き上げた作品は、毎年、一冊
の冊子にまとめています。自分史センターで、
手に取ってみてください！

作品『時空のすきま』と伊藤さん

第37回かすがい日曜シネマ「私のちいさなピアニスト」
｜ 文化フォーラム春日井・視聴覚ホール
5/19（日） ①10:15～  ②13:45～ （開場は15分前）

［料金］￥900（当日券¥1,000）、ペア券￥1,700（当日券¥1,900）

PiPi会員 ￥800、ペア￥1,500（ともに当日同額）
全自由席、上映時間指定、3歳以上有料　※各上映前に15分のミニトーク有

［取扱い］文化フォーラム春日井・文化情報プラザ、電話予約
監督：クォン・ヒョンジン　韓国映画　2006年／ 108分／カラー・日本語字幕

ち
い
さ
な
手
が
、ひ
き
だ
す
も
の

いい映画、お先に拝見いい映画、お先に拝見

Series
プ
ロ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
る
夢
を
捨
て
き

れ
ず
、
独
り
悶
々
と
し
た
日
々
を
過
ご
す
ピ

ア
ノ
教
師
の
ジ
ス
。
彼
女
は
あ
る
日
、
親
を

亡
く
し
祖
母
と
暮
ら
す
キ
ョ
ン
ミ
ン
と
出
会

い
ま
す
。
ジ
ス
が
ピ
ア
ノ
を
教
え
始
め
る
と
、

彼
の
ち
い
さ
な
手
は
流
れ
る
よ
う
に
旋
律
を

奏
で
は
じ
め
ま
す
。
や
が
て
ジ
ス
は “

ピ
ア

ニ
ス
ト
を
育
て
る”

と
い
う
新
し
い
夢
を
抱

き
は
じ
め
ま
す
が…

。

キ
ョ
ン
ミ
ン
は
大
人
が
ぎ
ゅ
っ
と
抱
き
し

め
た
か
と
思
う
と
、
す
ー
っ
と
離
れ
て
い
く

よ
う
な
不
器
用
な
子
ど
も
。
仏
頂
面
な
分
、

ふ
い
に
み
せ
る
笑
顔
が
切
な
く
、
愛
く
る
し

い
少
年
で
す
。
思
っ
て
い
る
こ
と
を
上
手
く

言
葉
に
で
き
な
い
キ
ョ
ン
ミ
ン
が
、
ピ
ア
ノ

を
通
じ
て
ジ
ス
と
心
を
通
わ
せ
て
い
く
様
子

は
観
る
者
の
胸
を
う
ち
ま
す
。

シ
ュ
ー
マ
ン
の
『
ト
ロ
イ
メ
ラ
イ
』
や
ラ
フ

マ
ニ
ノ
フ
の『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
二
番
』な
ど
、

ピ
ア
ノ
の
名
曲
が
物
語
に
優
雅
に
寄
り
添
い

ま
す
。
そ
の
陰
で
巧
み
に
始
ま
っ
て
い
る
の

は
、
涙
腺
ゆ
る
ま
せ
作
戦
。「
め
く
る
め
く
ス

ト
ー
リ
ー
、
時
々 “

胸
キ
ュ
ン” 

」
こ
れ
ぞ
、

韓
国
映
画
の
醍
醐
味
で
す
。

夫
の
顔
が
見
た
く
な
っ
た―

。
昨
年
開
催

し
た
全
十
回
の
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

講
座
」
の
最
終
日
、
受
講
生
の
一
人
が
私
に

声
を
か
け
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。
講
座
に
同
席

し
、
一
緒
に
ノ
ー
ト
に
取
り
組
ん
だ
私
に

と
っ
て
、
彼
女
の
感
想
は
直
球
で
し
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
、
終
活
に
励
む

父
を
撮
影
し
た
記
録
映
画
『
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
』
が
話
題
の
火
付
け
役
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
遺
言
と
は
違
い
、
故
人
の
意
志
を

伝
え
る
た
め
の
覚
書
き
、と
い
う
用
途
で
す
。

実
務
的
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
生
き
方
や
考
え
方
ま
で
を
も
伝
え
る

も
の
だ
と
解
り
ま
し
た
。
書
き
進
め
る
と
、

家
族
の
顔
が
思
い
浮
か
び
、
伝
え
た
い
こ
と

が
湧
き
出
て
く
る
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
歩
み
は
す
っ
と
書
け
て
も
、

こ
れ
か
ら
起
こ
り
う
る
こ
と
に
対
す
る
自
分

の
考
え
を
言
葉
に
す
る
の
は
難
し
く
、ま
た
、

変
化
し
続
け
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
何
度

も
書
き
直
す
た
め
、鉛
筆
で
書
く
こ
と
が
ノ
ー

ト
の
ル
ー
ル
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
が
未

完
成
な
の
は
、
私
が
成
長
し
て
い
る
証
な
の

で
す
。 

一
筋
の
線
、そ
の
先…

ちかくの芸術ちかくの芸術

節
目
に
撮
っ
た
家
族
写
真
、
旅
先
の
ス

ナ
ッ
プ
。
私
た
ち
は
様
々
な
シ
ー
ン
を
撮
影

し
ま
す
。
そ
の
写
真
か
ら
、
思
い
出
し
た
で

き
ご
と
や
感
情
を
、
ち
ょ
っ
と
遠
く
か
ら
眺

め
る
よ
う
に
見
返
す
の
で
す
。

日
本
画
家
の
伊
藤
壽
美
さ
ん
は
、 “

水
に

反
射
す
る
光”

や “

風
に
揺
れ
る
木”

と
い
っ

た
う
つ
ろ
う
景
色
を
記
録
し
、
そ
れ
を
ヒ
ン

ト
に
色
や
陰
影
の
記
憶
を
探
り
な
が
ら
、
過

ぎ
ゆ
く
時
間
を
作
品
に
と
ど
め
ま
す
。

作
品
の
画
面
中
央
に
は
一
筋
の
線
。「
時

空
を
ハ
サ
ミ
で
切
っ
て
、
隙
間
か
ら
の
ぞ
い

た
ら
何
が
見
え
る
の
か
な
と
思
っ
て
」。
伊

藤
さ
ん
は
、
い
く
つ
も
の
思
い
出
が
重
な
っ

て
、
奥
行
き
を
作
り
出
す
風
景
を
想
像
す
る

ん
だ
と
か
。
写
真
が
増
え
る
ご
と
に
厚
み
を

増
す
、
ま
さ
に
ア
ル
バ
ム
の
よ
う
な
世
界
だ

と
思
い
ま
し
た
。

今
展
で
は
、Shift C

ube

の
形
か
ら
ト
ン

ネ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
体
験
型
作
品
も
展
示
。

ち
な
み
に
、
伊
藤
さ
ん
に
と
っ
て “

時
空
の

す
き
ま”

は「
空
間
と
空
間
を
つ
な
ぐ
も
の
」。

も
し
や「
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
異
次
元
だ
っ

た
」
な
ん
て
こ
と
も
、
あ
っ
た
り
し
て…

。

映画担当＝相馬加奈子

自分史担当＝越賀登紀子

Shift Cube担当＝丸山和代

和
太
鼓×

マ
リ
ン
バ…

こ
の
突
飛
な
組
み

合
わ
せ
こ
そ
が “

G
O
N
N
A（
ガ
ナ
）

”

の
根

幹
。「
和
太
鼓
の
リ
ズ
ム
だ
け
で
も
面
白
い
。

そ
こ
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
入
る
と
、
誰
で
も
楽
し

め
る
音
楽
が
追
求
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ

て
。」
と
話
す
の
は
、
名
古
屋
音
楽
大
学
の
打

楽
器
専
攻
を
首
席
で
卒
業
し
た
、
マ
リ
ン
バ

担
当
の
浅
岡
栄
子
さ
ん
。「（
打
楽
器
な
の
に
）

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
あ
る
か
ら
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

幅
が
広
が
り
ま
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
曲
も
演

奏
す
る
ん
で
す
よ
。」
と
、
そ
の
場
で
『
熊
蜂

の
飛
行
』
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
和
太

昼コン＆夜コン担当＝大山鋭裕

打
楽
器
群
の
気
迫

音楽とわたし音楽とわたし エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
、終
わ
ら
な
い

一人ひとりの記録一人ひとりの記録

鼓
特
有
の
音
圧
、
力
強
い
リ
ズ
ム
の
中
で
、

マ
リ
ン
バ
が
可
愛
ら
し
い
ミ
ツ
バ
チ
の
よ
う

に
旋
律
を
奏
で
る
。
そ
の
壮
大
な
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
に
は “

凄
み”

が
あ
り
ま
す
。

浅
岡
さ
ん
は
、
作
曲
や
編
曲
の
ほ
と
ん
ど

を
手
が
け
、
メ
ン
バ
ー
を
ぐ
い
ぐ
い
と
引
っ

張
る
気
っ
風
の
い
い
女
性
。
息
も
ぴ
っ
た
り

な
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
、
昼
コ
ン
＆
夜
コ
ン
の
一

五
〇
回
記
念
を
盛
り
立
て
て
く
れ
ま
す
。
結

成
十
周
年
を
迎
え
、
確
か
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
に

裏
打
ち
さ
れ
た “

G
O
N
N
A”

に
よ
る
、
お

祭
り
気
分
の
一
夜
を
、
ご
一
緒
に
。

か
ず
み

気持ち良さそうにマリンバを
演奏する浅岡さん

浅岡さんが手書きした、手づくり楽譜

愛する家族のために エンディングノートを完成させよう
5/11～7/13 毎週土曜日（全10回） 10:00～11:30
［受講料］¥6,000 （教材費込み）
［会場］文化フォーラム春日井・会議室　［申込］4/19（金）必着

やさしく学ぶエッセイ講座
6/6～8/8 毎週木曜日（全10回） 7:00～9:00
［受講料］¥5,000　［会場］文化フォーラム春日井・会議室
［申込］5/17（金）必着

※募集方法は、チラシまたはHPをご覧ください。
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□  PiPiオリジナル靴下  ［ 男性 ・女性 ・ 子ども ］ 1つ○を付けてください
□  かすがい日曜シネマ「ジョイフル♪ノイズ」ペアチケット
□  コロナワールド映画鑑賞券 ペアチケット

ご希望のプレゼントに1つ□を付けてください  2013/5/10（金）必着

どこで情報誌FORUM PRESSを入手されましたか？

いつもFORUM PRESSをご愛読いただき、ありがとうございま
す。今後、より読み応えのある誌面づくりをしていくため、参考に
させていただきます。アンケートへのご協力をお願いいたします。

アンケートの応募締切りは、2013/5/10（金）〈必着〉
たくさんのご応募、お待ちしております。

※当選は発送をもって代えさせていただきます　※当選者への発送は5月下旬の予定です

春日井で演劇、音楽、絵画に取り組んでいる人を紹介してほしいです。

市内で活躍する文化団体の皆さんの活動を紹介するコーナーを、不定期で掲載していま
す。今後もご紹介していきますので、オススメの方や団体がいらっしゃったら教えてください。

名古屋市内でFORUM PRESSが置かれている場所を教えてほしい。
愛知芸術文化センターや日本特殊陶業市民会館、名古屋市美術館などに置いてあります。
その他、多くの公共施設やお店にもあります。HPからPDFデータのダウンロードもできます。

❶PiPiオリジナル靴下
　男性・女性・子ども［各1名］

❷かすがい日曜シネマ「ジョイフル♪ノイズ」
　7/21（日） 13：45～　ペアチケット［2名様］

❸コロナワールド映画鑑賞券
　ペアチケット［2名様］

回答者プレゼント

抽選で次の1～3をプレゼント！！

今回のFORUM PRESSで、
面白いと思ったページに□を付けてください

あなたが思う“春日井の魅力”を教えてください

□P.1-4 “のだめカンタービレ”の音楽会
□P.5-6 松竹大歌舞伎 
□P.7-8 邦楽ユニット HIDE-HIDE
□P.9-10 おすすめコラム

□P.11 最近、こんなの読んでます
 暮らしの中の展覧会／おしらせ
□P.12 COMING SOON!
□P.13 わたしレポート
□P.14 校歌は、地域をうたう

～読者の皆さまからいただいたアンケートへのお返事～

COMING SOON!

今後、FORUM PRESSで取り上げてほしい内容や、ご意見・ご
要望をお聞かせください

いい映画やってます「かすがい日曜シネマ」
上半期ライナップ決定！

今回のテーマは“栄光への軌跡”

5/19（日）「私のちいさなピアニスト」
7/21（日）「ジョイフル♪ノイズ」
9/29（日）「フランシスコの２人の息子」
①10:15～ ②13:45～
＠文化フォーラム春日井・視聴覚ホール
￥900（当日￥1,000）、ペア￥1,700（当日￥1,900）
3作品通し券￥2,500
PiPi会員￥800、ペア￥1,500
3作品通し券￥2,100（各、当日同額）
全自由席、上映時間指定、3歳以上有料

ソリストとして活躍するオペラ歌手が、
晴れやかな歌声で皆さまを元気に♪

現役のオペラ歌手が、ハイレベルな歌唱とお
笑いセンス抜群なトークをお届けします。
PiPi会員優待企画！！
「びわ湖ホール 四大テノールコンサート」
8/31（土） 15:00～  ＠春日井市民会館
PiPi会員電話先行予約6/16（日）～19（水）
一般発売6/23（日）～
￥1,800、PiPi会員 ご本人様ご招待
（PiPi会員追加購入￥1,500）
全席指定、当日券同額、未就学児不可

子どもも一緒に楽しめる、
日本を代表するバレエ団が春日井に！！

プロのバレエ団が魅せる、美しいおとぎばなし
の世界。夢中になること間違いなし！
東京バレエ団 子どものためのバレエ
「ねむれる森の美女」
8/15（木） 14:00～  ＠春日井市民会館
PiPi会員電話先行予約6/8（土）～12（水）
一般発売6/15（土）～
￥5,000、子ども（4歳～中学生）￥2,500
PiPi会員￥4,500、子ども￥2,300
全席指定、当日券同額、4歳未満入場不可
助成：財団法人地域創造

©Kiyonori Hasegawaジョイフル♪ノイズ

PiPiの
驚きももの木

New! PiPi提携ショップ!
Cafe & Bar SQUARE
サービス／デザートサービス（土・日11:00～
14:00ランチ注文の方）　鳥居松町5-50マル
ヨシビル1F　☎0568-84-3255
モーニング 8:30～10:30（月曜休み）、ランチ 11:30～
14:00、カフェ＆バー 17:30～24:00（日曜休み）

まちの皆さんが気軽に集まれるようにと、
始めたコチラのお店。メニューにない料
理も、リクエストに応じて提供してくれる、
気さくな店主が出迎えてくれます。夜でも
喫茶店感覚で楽しめるカフェ＆バーで、
話に花を咲かせてみては？

先日、文化フォーラム春日井のビデオプロジェクターを最新型にリニューアルしました。昼間に日が差し込む交流アトリウムでも、スクリーンにくっきり
映し出せる性能に、スタッフもびっくり！ 映画上映会などをお考えの方は、是非、1階・視聴覚ホールで最新プロジェクターをご利用ください。

文化フォーラム春日井からすぐ！
みんなで集えるカフェ＆バー

文化フォーラム春日井2階・
文化情報プラザ
9:00～19:00　月曜休み（祝日の場合は翌日休）
各種チケットの購入、友の会PiPi入会、芸術文
化事業のご案内、芸術関係書籍の閲覧、Wi-Fi
利用、など。www.ticket.ne.jp/kasugai

4/2（火）から、文化フォーラム春日井・文化
情報プラザの営業時間は、9:00～19:00に
なります。なお、財団 HP からチケットの予
約・購入もできますので、営業時間内にお
越しいただくことが難しい方は、是非、オン
ラインサービスをご利用ください。

8/10（土）～10/27（日）に開催される、「あいちトリ
エンナーレ2013」の国際美術展チケットの特別
先行前売券を文化情報プラザにて販売します。

［販売期間］4/2（火）～ 4/30（火）
［料金］当日券 ¥1,800→¥1,000、大学生¥700、高校生¥300

お得な
特別先行
前売券を発売！ ！

最近、こんなの読んでます

暮らしの中の展覧会

「
イ
ョ！
澤

　屋
っ！
」「
待
っ
て
ま
し
た
っ！
」

客
席
の
奥
か
ら
掛
け
ら
れ
る
声
は
、
贔
屓
役
者
へ

の
愛
情
は
も
ち
ろ
ん
、台
詞
に「
間
」を
作
る
な
ど
、

歌
舞
伎
に
は
欠
か
せ
な
い
演
出
で
す
。本
書
に
は
、

N
H
K
紅
白
歌
合
戦
の
司
会
者
で
も
お
馴
染
み
、

著
者
山
川
静
夫
氏
が
出
会
っ
た
大
向
う
仲
間
や
、

勘
三
郎
を
は
じ
め
と
し
た
歌
舞
伎
役
者
と
の
楽
屋

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
満
載
。
そ
の
語
り
口
は
江
戸
気
質

も
相
ま
っ
て
か
実
に
爽
快
で
、
そ
の
場
に
居
合
わ

せ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
読
者
を
ぐ
い
ぐ
い
と
魅

了
し
ま
す
。
教
養
本
と
し
て
も
秀
逸
で
、「
昭
和

二
十
年
代
の
京
都
南
座
で
は
、
屋
号
は
叫
ば
ず
に

拍
手
を
送
り
、
た
ま
に “

鴈
治
郎
は
〜
ん”
と
黄

色
い
声
が
飛
ん
だ
」「
他
の
人
が
掛
け
る
定
石
の
様

な
掛
け
声
か
ら
絶
妙
に
ず
ら
し
、 “

中
村
屋
！”

の

後
に “

十
七
代
目”

と
入
れ
る
の
が
粋
」
な
ど
、
山

川
氏
な
ら
で
は
の
知
恵
に
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
も
す
れ
ば
役
者
以
上
に
台
本
を
読
み
込
み
、

コ
ン
マ
1
秒
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
声
を
掛
け
る
大
向

う
の
人
々
。
臨
場
感
溢
れ
る
文
体
に
想
像
力
を
掻

き
立
て
ら
れ
、
劇
場
に
足
を
運
び
た
く
な
る
一
冊

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（ス
タ
ッ
フ

　後
藤
友
介
）

お
し
ら
せ

大
向
う
の
人
々

　歌
舞
伎
座
三
階
人
情
ば
な
し

講
談
社

　二
〇
〇
九
年
・
九
月
発
行

友の会PiPiより 友の会PiPi 提携ショップは、春日井市内のカフェや美容院をはじめ、現在31店舗。友の会PiPi 会員カードの提示で、各種サービスが受けられます。

二
〜
三
月
に
か
け
て
開
催
し
た
、
画
家
・
絵
本
作
家 

安

野
光
雅
さ
ん
の
展
覧
会
。
柔
ら
か
い
色
使
い
で
描
か
れ
た
絵

本
の
原
画
や
ポ
ス
タ
ー
が
展
示
さ
れ
た
会
場
は
、
小
さ
な
お

子
さ
ん
か
ら
、
初
期
の
安
野
作
品
を
知
る
大
人
ま
で
、
幅

広
い
世
代
の
方
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

実
は
今
展
、
春
日
井
で
は
初
と
な
る
試
み
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

子
育
て
中
の
マ
マ
さ
ん
・
パ
パ
さ
ん
に
、
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
展
覧
会
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
、
特
別
タ
イ

ム「
赤
ち
ゃ
ん
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ぽ
」を
実
施
し
た
の
で
す
。

会
場
で
は
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
な
が
ら
作
品
鑑
賞
を
す
る

親
子
の
姿
や
、
抱
っ
こ
さ
れ
た
お
子
さ
ん
が
作
品
に
顔
を
近

づ
け
て
見
入
っ
て
い
る
様
子
が
！ 

三
世
代
で
作
品
鑑
賞
す

る
ご
家
族
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
様
々
な
企
画
を

お
届
け
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「赤ちゃんと
ギャラリーさんぽ」
2/22（金）・3/8（金）
11:00～13:00

安野光雅
絵と文学の
出会い

お
お 

む
こ

文化情報プラザ
営業時間のご案内

お
も
だ
か
や

ひ
い
き

や
く
し
ゃ

が
ん 
じ 
ろ
う
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　体
育
館
に
響
く
子
ど
も

た
ち
の
歓
声
。
縦
横
無
尽

に
駆
け
回
る
西
山
っ
子
た

ち
は
集
中
力
も
抜
群
。
ダ

ン
ス
の
授
業
の
終
盤
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
ワ
ー
ク

「
触
っ
て
抜
け
て
」
で
本
領

発
揮
で
す
。
こ
の
ワ
ー
ク

で
は
、
ま
ず
二
人
組
に
な

り
、
じ
ゃ
ん
け
ん
で
勝
っ

た
方
が
相
手
の
身
体
に
触

れ
ま
す
。
触
れ
ら
れ
た
方

は
そ
っ
と
そ
こ
か
ら
抜
け

出
し
、
次
に
相
手
の
身
体

に
触
れ
返
し
ま
す
。
こ
れ

を
お
互
い
に
繰
り
返
し
て

い
く
の
で
す
が
、
シ
ン
プ

ル
な
ル
ー
ル
だ
け
に
、
身

体
に
対
し
て
持
っ
て
い
る

好
奇
心
や
繊
細
さ
が
如
実

に
反
映
さ
れ
る
ん
で
す
。

　西
山
っ
子
の
ダ
ン
ス
に

は
独
特
の
透
明
感
が
あ

り
、「
桃
さ
く
丘
の
ま
な
び

や
」
の
や
さ
し
い
調
べ
と

あ
い
ま
っ
て
、
瞳
の
奥
に

焼
き
付
け
て
帰
り
た
い
ほ

ど
の
美
し
さ
で
し
た
。

巻頭の春日井出身のピアニスト・内匠慧さんへのインタ
ビュー。「言葉で説明するよりも」と、ご本人がピアノの演
奏を交えながら解説してくれるものでした。ベートーヴェ
ンに始まり、浜松国際ピアノコンクールで演奏した現代曲
や、6月の“のだめ音楽会”で演奏するラフマニノフまで、
まさにミニコンサート!!  至近距離での生演奏に、弾き終わ
る度に「お―――！」と歓声を上げながら拍手を送る取材

陣（笑）。なんとも贅沢な時間を過ごさせていただきました。
現在、イギリスで様々な国の学生と切磋琢磨しながら学ん
でいる内匠さん。やはり、出身地によって、演奏もかなり異
なるそうです。中国の学生は演奏技術が抜群で、フランス
の学生が弾くベートーヴェンはバラ色ロマンティックなん
だとか。実際に演奏していただいたフランス学生風ベー
トーヴェンは、これまで耳にしたことがない程、甘～いもの
でした（笑）。そんな違いを肌で体験し、吸収できるのも、留
学の醍醐味ですね。6月のラフマニノフは何色に染まるの
でしょう？今から待ち遠しいです！　（スタッフ  林祥恵）

西山小学校の体育館に飾られている、木彫りの校歌。

2013/2/6 西山小学校でのダンスの授業にて

校歌は、
地域をうたう

校歌には、歴史や文化など、その地域の特
徴が織り込まれています。今回、春日井市
内で栽培されている果実が詠まれている校
歌を見つけました。歌詞を手掛かりに、春日
井という“まち”に迫ります。

西山町1575-6
昭和47年4月創立

春日井市立
西山小学校

夏になると、のぼり旗が並ぶ“桃ロード”出現！？
校歌の歌詞「桃さく丘」に暮らすということ

歌詞からヒントを得て、
“まち”を探訪する－西山小学校

西
山
小
学
校
の
校
歌
は
、

「
桃
さ
く
丘
の

　ま
な
び
や
は

　夢
と
ち
か
ら
の

　わ
く
と
こ
ろ
」

と
、
始
ま
り
ま
す
。

学
区
で
あ
る
西
山
町
と
桃
山
町
は
、

桃
栽
培
が
盛
ん
な
地
。
桃
農
園
だ
け

で
な
く
、
畑
や
庭
先
で
桃
の
木
を
育

て
て
い
る
家
庭
も
多
い
よ
う
で
す
。

「
両
親
が
桃
の
栽
培
を
し
て
い
た
の

で
、
果
実
が
大
き
く
な
る
よ
う
に
花

桃
、
育
て
て
ま
す

ねこちゃんのあくび 1、2、3、はい 「にゃ～おん」（10回繰り返す）

春
日
井
の
桃

桃
山
町
を
中
心
に
生
産
さ

れ
、
三
十
六
ト
ン
の
収
穫
量

を
誇
る
。
桃
山
地
区
は
元
々

田
楽
原
と
呼
ば
れ
る
雑
木

林
や
雑
草
の
繁
る
土
地
で

あ
っ
た
。
明
治
三
十
年
に
桃

の
栽
培
が
始
ま
り
、
明
治

四
十
年
代
に
桃
山
に
移
り

住
ん
だ
人
々
に
広
が
っ
た
。

大
正
十
年
頃
か
ら
果
樹
園

の
経
営
が
本
格
化
し
、
現

在
、
約
二
十
軒
の
桃
農
家

が
生
産
を
行
っ
て
い
る
。

た
ら
が
は
ら

を
摘
ん
だ
り
、
親
指
サ
イ
ズ
の
実
に

袋
を
か
け
た
り
、
子
ど
も
の
頃
は

色
々
と
手
伝
い
ま
し
た
。
デ
リ
ケ
ー

ト
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
肝
心
な
収
穫

は
手
伝
わ
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
で

す
け
ど
ね（
笑
）」
と
語
る
の
は
、
今

も
自
宅
の
畑
で
桃
を
育
て
る
I
さ

ん
。「
こ
の
辺
り
で
は
、
お
花
見
と

言
え
ば
桃
の
こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
す

よ
。
昔
は
、
桟
敷
を
つ
く
っ
て
花
見

を
し
た
と
聞
き
ま
す
」。
桃
の
花
見

が
で
き
る
春
は
、
も
う
す
ぐ
で
す
。

子どもたちが校歌で踊る時間は
まさに「いのちかがやく」瞬間テキスト＝セレノグラフィカ 隅地茉歩

身体づくり・体力づくりに力を入れる西山小学校では、体育の時間に「ねこ
ちゃん体操」を取り入れています。

都 道　　　　　　市
府 県　　　　　　郡

歳

お電話

ご住所

お名前

フリガナ

※マンション・アパート名まで必ずご記入ください。

会員
番号

※友の会 PiPi に入会されている方は会員番号もお書きください　※ご記入いただいた個人情報は、当財団主催
事業のために使用し、それ以外に使用、または第三者に提供することはありません。

愛知県春日井市鳥居松町5-44
文化フォーラム春日井　
公益財団法人かすがい市民文化財団
　　　　　　 編集部行

差出有効期限
平成26年3月
31日まで

料金受取人払郵便

郵 便 は が き

春日井 局
承　　  認
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（受取人）
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今
回
の
ダ
ン
ス
公
演
は
、
タ
イ
ト
ル
「
踊
る
ピ
ク
ニ
ッ
ク 

i
n 

か
す
が
い
」
に
ふ
さ
わ
し
く
、
施
設
じ
ゅ
う
を
巡
る
も
の
で
し
た
。

ま
ず
、
一
階 

視
聴
覚
ホ
ー
ル
か
ら
関
係
者
用
の
階
段
で
二
階 
会
議

室
前
へ
。
四
階
の
ス
カ
イ
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
移
動
の
後
、
再
び
視
聴

覚
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
、
そ
し
て
交
流
ア
ト
リ
ウ
ム 

― 「
こ
ん
な
に

色
ん
な
所
が
あ
っ
た
ん
だ
」
と
感
じ
入
る
こ
と
し
き
り
。

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ダ
ン
ス
っ
て
何
？ 

― 

初
め
の
戸
惑
い
は

会
場
を
移
動
す
る
内
に
感
動
に
変
わ
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
シ
ャ
ン
ソ

ン
、
ジ
ャ
ズ
、
ラ
テ
ン
に
ロ
ッ
ク
…
あ
ら
ゆ
る
音
楽
で
踊
ら
れ
る
ダ

ン
ス
は
パ
ン
ト
マ
イ
ム
、
バ
レ
エ
、
芝
居
…
多
様
な
動
き
が
混
ざ
り

コ
ミ
カ
ル
だ
っ
た
り
、
シ
リ
ア
ス
だ
っ
た
り 

― 

ひ
き
こ
ま
れ
ま
し

た
。
最
後
の
『
ネ
オ
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
』
で
は
、
初
め
て
会
っ
た
は

ず
の
観
客
が
手
に
手
を
と
っ
て
踊
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
！
セ
レ
ノ

グ
ラ
フ
ィ
カ
さ
ん
の
ダ
ン
ス
っ
て
凄
い
！ 

― 

ま
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
あ
れ
ば
絶
対
に
参
加
し
て
、
ス
テ
ー
ジ
で
踊
る
ぞ
と
決
心
し
て

し
ま
う
ほ
ど
。
ま
た
、
春
日
井
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
ね！！

画
家
・
絵
本
作
家 

安
野
光
雅
さ
ん
の
魅
力
が
た
っ

ぷ
り
伝
わ
る
展
覧
会
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い
た
お

母
さ
ん
や
、
絵
を
じ
っ
と
覗
き
込
む
小
学
生
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。
絵
本
の
原
画
の
中
に
マ
リ
リ
ン
・
モ

ン
ロ
ー
が
隠
れ
て
い
た
り
、
シ
ン
デ
レ
ラ
が
階
段
を

駆
け
下
り
て
い
た
り
。
安
野
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア
が
散

り
ば
め
ら
れ
た
作
品
ば
か
り
で
、
美
し
い
色
彩
の
中

に
そ
れ
ら
を
探
す
楽
し
み
が
あ
り
ま
し
た
。

私
が
何
よ
り
も
印
象
深
く
感
じ
た
の
は
、
四
十
三

年
ぶ
り
に
復
刊
さ
れ
た
と
い
う
『
ガ
リ
バ
ー
の
冒
険
』

の
原
画
で
す
。大
臣
た
ち
が
会
議
し
て
い
る
中
に
ち
ょ

こ
ん
と
座
っ
て
い
る
人
は
、「
あ
れ
？
」、
文
を
担
当

し
た
井
上
ひ
さ
し
さ
ん
で
す
。
親
交
の
深
か
っ
た
安

野
さ
ん
が
、
三
年
前
に
亡
く
な
っ
た
井
上
さ
ん
へ
の

あ
ふ
れ
る
想
い
を
絵
に
込
め
た
こ
と
が
、
グ
ッ
と
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

平成24年度公立ホール現代ダンス活性化支援事業
第79回かすがい芸術劇場

セレノグラフィカ ダンス公演
～ダンスでスタート！！ 踊るピクニック in かすがい～
2/11（月・祝）15:00～ 　文化フォーラム春日井・視聴覚ホール、他

平成24年度公立ホール現代ダンス活性化支援事業
第79回かすがい芸術劇場

セレノグラフィカ ダンス公演
～ダンスでスタート！！ 踊るピクニック in かすがい～
2/11（月・祝）15:00～ 　文化フォーラム春日井・視聴覚ホール、他

安野光雅 絵と文学の出会い
2/16（土）～3/17（日）10:00～17:00 　
文化フォーラム春日井・ギャラリー

Report○ ダンス！  ダンス？ダンス…っ！！ テキスト＝前島 恭子7

Report○ あふれる想い  テキスト＝かつみI11

わたしレポート
FORUM PRESSレポーターによるイベントレポート

Report○～○、○～○はHPで紹介します
www.kasugai-bunka.jp/diary
8 10 12 14
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文化フォーラム春日井／春日井市民会館（5/31まで休館）
www.kasugai-bunka.jp ［HPアドレスが変わりました］
486-0844 愛知県春日井市鳥居松町5-44
［休館日］ 月曜日（祝日の場合は翌日）

チケット予約方法

2.電話予約

※会員電話先行予約期間のみ、先行予約を受け付けます。
※先行予約日が会員期限内であれば先行予約が可能です。また、チケット購入日が会
員期限内であれば、割引特典が受けられます。

PiPi会員の方（受付時間 9：00～ 17：00）

PiPi会員専用 先行予約電話

 0568-85-6078

※チケット発売初日のみ、10：00からの受け付けとなります。
※電話予約での座席の指定はできません。

一般の方（受付時間 9：00～ 21：30）

 0568-85-6868

チケット発売初日の販売開始時間
●文化フォーラム春日井2階・文化情報プラザ／窓口販売 9：00～
●かすがい市民文化財団／電話・インターネット予約 10：00～
●チケットぴあ／スポット・電話予約・ 
 コンビニ（サークルK、サンクス、セブンイレブン）での直接購入 10：00～
●ローソンチケット／電話予約・ローソン・ミニストップでの直接購入 10：00～
●セブンチケット／セブンイレブン マルチコピー機での購入 10：00～

P

P
P 文化フォーラム春日井春日井市民会館

かすがい市民文化財団 主催事業  チケットインフォメーション

1.インターネット予約
当財団ホームページから「オンラインチケット予約・購入サービス」をご利用ください。

※チケット受取方法は代金引換サービスのみとなります。
※全席指定公演についてはお好きな座席を選べます（一部公演を除く）。

文化はかすがい 検  索

チケット受取方法
1.文化情報プラザで受取り（営業時間 9：00～ 19：00）

文化フォーラム春日井2階の文化情報プラザで、チケットを料金とお引換えください。
取置き期間は2週間です。
※PiPi会員先行予約チケットの受取りは一般発売日以降になります。
※取置き期限が過ぎても自動的にキャンセルにはなりません。

2.郵送で受取り（代金引換サービス）
郵便局の代金引換サービスで、ご自宅にチケットをお届けいたします。
チケットと引換えに郵便局員に指定の代金をお支払いください。
※注文後、1週間程度でお届けします。日にち・時間の指定はできません。
※チケット代金の他に、送料として¥500程度が必要です。

※前売完売の場合、当日券はありません。
※予約チケットや購入済チケットのキャンセル・払戻しはできません。

友の会PiPiは、こんなにお得!!

お電話一本で入会できます! 0568-85-6078

・先行予約で良席Get!  ・入場料が1～2割引!
・最新情報をご自宅にお届け!  他にもまだまだ特典あり!

ＪＲ中央本線「春日井駅」
北口より
・名鉄バス「鳥居松」下車すぐ
・徒歩 20分
・無料レンタサイクル 5分

かすがいシティバスで
お越しの方
・「市役所」下車すぐ

※駐車場は混雑が予想され
ます。なるべく公共交通機関
や乗合せをご利用ください。

レギュラー会員 ¥2,000／ゴールド会員 ¥3,000／プラチナ会員 ¥10,000

交通のご案内
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茂木大輔の生で聴く“のだめカンタービレ”の音楽会

澤　屋のスピリッツ　四代目 市川猿之助襲名披露
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SERIES 映画・美術・自分史・音楽

最近、こんなの読んでます／暮らしの中の展覧会／おしらせ

COMING SOON!

わたしレポート／校歌は、地域をうたう
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